
（
御
船
町
）

吉
無
田
高
原  

星
の
森
ヴ
ィ
ラ

表
紙
紹
介

吉
無
田
高
原
の
丘
の
上
に
そ
び
え
る

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
宿
泊
施
設
「
星
の
森
ヴ
ィ

ラ
」
。ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
に
は
冷
暖
房
は
も

ち
ろ
ん
、テ
レ
ビ
や
お
風
呂
、寝
具
セ
ッ
ト

な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
魅
力
は
吉
無
田
の
大
自
然
で
、

丘
か
ら
は
普
賢
岳
や
熊
本
市
内
を
一
望
で

き
、そ
の
眺
望
を
見
な
が
ら
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
格
別
で
す
。夜
に
な
る
と
ド
ー

ム
の
天
窓
か
ら
満
天
の
星
空
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。「
キ
ャ
ン
プ
は
好
き

だ
け
ど
、気

軽
に
楽
し

み
た
い
！
」

と
い
う
方

に
も
お
す

す
め
で
す
。

広域連合では“すてきな「えがお」ありがとう”に
掲載する写真を募集しています。
◎対 象 者 ： 上益城郡内に居住している方
◎対象年齢 ： ０才から10才まで
◎写　　真 ： 子供だけで写っているもの
写真の裏面に住所・氏名・生年月日・電話番号を記入して
ください。（郵送でなくメールで写真データを送信いただ
いても結構です。）

上
益
城
広
域
連
合
広
報
誌

ゆ
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Spring &
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m
er 2021
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：
2021年

3月
　
発
行
：
上
益
城
広
域
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合
　
編
集
：
総
務
・
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画
係

住
所
：
〒
861-3106　

熊
本
県
上
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城
郡
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島
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大
字
上
島
551

電
話
：
096（

237）
2891　

E
メ
ー
ル
：
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m
e601@

hin
oku
ni-n

et.jp

上益城広域連合広報誌

・令和３年第１回議会定例会
・令和３年度予算
・5町紹介
・各町人口・世帯数
・上益城インフォメーション
・えがお　表紙紹介

P2
P3

P４～5
P5

Ｐ6～７
Ｐ８

O
Gゆめ

も く じ 小谷　八雲くん（5歳）
甲佐町　津志田 

小谷　八雲くん（5歳）
甲佐町　津志田 

やくも

写真
募集中!

2021

Vol.40
ありがとうえがおすてきな

篤岡　花ちゃん（5歳）
嘉島町　上島 

篤岡　花ちゃん（5歳）
嘉島町　上島 

はな

友近　有芽琳ちゃん（0歳）
益城町　下陳 

友近　有芽琳ちゃん（0歳）
益城町　下陳 

あ　め　り

問い合わせ ： 吉無田高原　緑の村　
　　　　　　住　所 ： 上益城郡御船町田代８４０５-２４
　　　　　　電　話 ： ０９６－２８５－２２１０（９：００～１７：００）
　　　　　　予　約 ： 吉無田高原　緑の村　ホームページから
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令和3年 第1回

上益城広域連合議会定例会
令和３年第１回上益城広域連合議会定例会が、2月２４日の１日間を会期として開かれ、『令和３年度上益

城広域連合一般会計予算』など７件について審議がなされ、いずれも原案どおり承認・可決されました。
承認・可決された議案についてお知らせします。

【議案第1号】
専決処分の報告及び承認について
地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるもの

【議案第2号】
上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
令和２年人事院勧告に伴い、上益城広域連合においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

【議案第3号】
上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
令和２年人事院勧告に伴い、上益城広域連合においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

【議案第4号】
上益城広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
行政不服審査法における審査請求の運用を図るため、条例の一部を改正するもの

【議案第5号】
上益城広域連合広域計画の変更について
広域計画の計画期間満了に伴い、新たに令和３年度からの５か年計画を策定するもの

【議案第6号】
令和２年度上益城広域連合一般会計補正予算(第１号)について
介護認定支援システム改修に伴い、歳入・歳出予算総額にそれぞれ4,130千円を追加

【議案第7号】
令和３年度上益城広域連合一般会計予算について
令和３年度の一般会計歳入・歳出予算総額は122,023千円。  詳細については次頁をご覧ください。

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

承
認

令和３年度の一般会計予算が２月２４日の広域連合議
会定例会において可決されました。
令和３年度は、予算の総額が、歳入、歳出それぞれ
122,023千円となり、昨年度に比べ256,788千円の減額
となっています。
減額の主な理由は、一般廃棄物処理施設整備事業に
伴う用地取得費の減によるものです。
地方財政も未だ厳しい状況の中、広域連合においても
広域計画に沿った事務事業を効率的に推進し、適正な予
算執行に努めてまいります。

予 算
令和3年度

歳  出　122,023千円
・議会費 …………………………………………………… 828千円

・総務費（内訳）………………………………………… 64,869千円

総務管理費 ………………………………………… 64,336千円

選挙費 …………………………………………………… 248千円

監査委員費 ……………………………………………… 285千円

・民生費（内訳）………………………………………… 25,851千円

介護保険費 …………………………………………… 23,940千円

  障害者福祉費 ……………………………………………1,911千円

・衛生費 ………………………………………………… 8,204千円

・公債費 ………………………………………………… 21,971千円

・予備費 …………………………………………………… 300千円

歳  入　122,023千円
・町負担金（内訳）…………………………………… 111,990千円

・県委託金 …………………………………………………… １１千円

・財産運用収入 …………………………………………………１千円

・基金繰入金 ……………………………………………………1千円

・繰越金 ………………………………………………… 10,000千円

・諸収入（内訳）……………………………………………… 20千円

 御船町 ………… 22,441千円

 嘉島町 ………… 17,805千円

 益城町 ………… 29,975千円

甲佐町 ……… 19,180千円

山都町 ……… 22,589千円

 預金利子 …………………………………………………… 1千円

 雑入 …………………………………………………………19千円

《用語の説明》
負担金
各町から広域連合の運営費としていただくお金
県委託金
広域連合の委託事業に対して、県から交付されたお金
財産運用収入
基金の年間利子
基金繰入金
基金から繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
議会費
議会運営（議員報酬等）に要する経費
総務管理費
広域連合事務局の運営、調査研究、上益城情報公開及び
個人情報保護審査会等の運営（委員報酬等）に要する費用
選挙費
選挙管理委員会運営（委員報酬等）に要する経費
監査委員費
監査委員会運営（委員報酬等）に要する経費
介護保険費、障害者福祉費
各審査会運営（委員報酬等）に要する経費
衛生費
一般廃棄物処理施設の設置に要する経費
公債費
広域連合債にかかる償還金

総務費
64,869千円 
53%

衛生費
8,204千円
7%

公債費
21,971千円
18%

町負担金
111,990千円
92%

民生費
25,851千円
21%

その他　1％
　議会費 　828千円
　予備費 　300千円｛

その他　8％
　県 委  託  金　　  11千円
　財産運用収入　　    1千円
　基金繰入金　　    1千円
　繰　 越　 金  10,000千円
　諸　 収　 入　　  20千円｛
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令和3年 第1回

上益城広域連合議会定例会
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令和２年度上益城広域連合一般会計補正予算(第１号)について
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会定例会において可決されました。
令和３年度は、予算の総額が、歳入、歳出それぞれ
122,023千円となり、昨年度に比べ256,788千円の減額
となっています。
減額の主な理由は、一般廃棄物処理施設整備事業に
伴う用地取得費の減によるものです。
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広域計画に沿った事務事業を効率的に推進し、適正な予
算執行に努めてまいります。
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総務管理費 ………………………………………… 64,336千円
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・県委託金 …………………………………………………… １１千円
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《用語の説明》
負担金
各町から広域連合の運営費としていただくお金
県委託金
広域連合の委託事業に対して、県から交付されたお金
財産運用収入
基金の年間利子
基金繰入金
基金から繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
議会費
議会運営（議員報酬等）に要する経費
総務管理費
広域連合事務局の運営、調査研究、上益城情報公開及び
個人情報保護審査会等の運営（委員報酬等）に要する費用
選挙費
選挙管理委員会運営（委員報酬等）に要する経費
監査委員費
監査委員会運営（委員報酬等）に要する経費
介護保険費、障害者福祉費
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92%

民生費
25,851千円
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　財産運用収入　　    1千円
　基金繰入金　　    1千円
　繰　 越　 金  10,000千円
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御船町
男
女
合　計
世帯数

8,121
8,832
16,953
7,262

人

人

人

世帯

嘉島町
男
女
合　計
世帯数

4,772
5,020
9,792
3,820

人

人

人

世帯

益城町
男
女
合　計
世帯数

16,129
17,257
33,386
13,723

人

人

人

世帯

甲佐町
男
女
合　計
世帯数

4,992
5,427
10,419
4,352

人

人

人

世帯

山都町 合　計
男
女
合　計
世帯数

6,898
7,408
14,306
6,490

人

人

人

世帯

男
女
合　計
世帯数

40,912
43,944
84,856
35,647

人

人

人

世帯

御船町 「みんながわくわくする御船町」キャッチフレーズ

上益城広域連合を構成する５町（御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、山都町）は、
各町のキャッチフレーズのもと、その町の特色を活かしたまちづくりを推進しています。

御船町は、熊本市の南東に位置し、全国でも有
数の恐竜博物館をはじめ、吉無田高原や水源、石
橋群などの歴史と自然が融合する町です。
道路網では、御船インターチェンジ、小池高山イ

ンターチェンジに加え、平成３０年度に上野吉無田
インターチェンジが開通し、全国でも珍しい３つの
インターチェンジがある「九州の大動脈」として注
目されています。
現在、「日本一住みたい町」をテーマに、町民、
企業、団体、行政が共に行動しながら、笑顔があふ
れるまちづくりを目指しています。

嘉島町 「清水湧き　心ふれあう　嘉島町」キャッチフレーズ

嘉島町は、熊本市の南部に位置し、熊本平野に
属する平坦な水田地帯で、四方を御船川・緑川・矢
形川・加勢川の大小河川に囲まれています。東部
には湧水量１５万トン（日量）を誇る湧水地「浮島」
を始め、１３箇所もの湧水スポットがあり、その水質
の高さから「平成の名水百選」に選ばれたことも
ありました。
また、九州最大の広域農場設立や大型ニュータ

ウン（ゆうすいの杜）の造成など、自然・歴史・文
化・産業などの地域的な特性を最大限に活かしな
がら、「活力とうるおいに満ちた田園文化都市　－
住んでよかった！水の郷　嘉島－」を基本理念とし
たまちづくりを推進していきます。

甲佐町 「花と緑と鮎の町」キャッチフレーズ

甲佐町は、熊本県のほぼ中央に位置する自然豊
かな町です。町を貫流する緑川が古来より田畑を
潤し、ひとやモノの交流に大きくかかわってきまし
た。流域には、肥後国二之宮として信仰を集める
甲佐神社や肥後藩主が愛した甲佐のアユを楽し
めるやな場、清正公が切り開いた疎水「大井手川」
など甲佐の歴史が今も息づいています。
また、アウトドアを楽しめるキャンプ場や自然公
園、スポーツを楽しめる運動公園なども緑川に寄
り添うように広がっており、子どもからお年寄りま
で多くの人々が集う憩いの場ともなっています。
町では、緑川が育んできた、暮らしに息づく歴史

を新たな地域資源として、持続可能なまちづくり
に取り組んでいます。

山都町 「輝く！！ みんなでつくる「山の都」のものがたり」キャッチフレーズ

「九州のへそ」山都町は、阿蘇カルデラの南外
輪山の南麓一帯と九州脊梁山地に囲まれた広大
な町で、歴史や自然を満喫できる多くの素材に恵
まれており、宿泊施設や物産館等も充実していま
す。基幹産業は農林業で、特に安心・安全な農産物
を生産する環境保全型、地域循環型の農業に先進
的に取り組んでいます。
町の一体感をさらに発展させるため、「山の都」

を山都町の代名詞として掲げ、町民一人ひとり
が、人・食・技に磨きをかけ、将来に継承することに
より、それらを「山の都」のものがたりとして紡ぎ
あげていくことを目指します。 益城町 「人集う、未来息づく、夢タウン」キャッチフレーズ

益城町は熊本市中心部から車で２０分ほどの都市
圏にありながら、自然豊かで都市機能と自然が調和
する暮らしやすい町です。熊本の空の玄関口である
「阿蘇くまもと空港」、陸の玄関口である「益城熊本
空港I.C」などの交通拠点、さらには「グランメッセ
熊本」や総合体育館、陸上競技場、益城町交流情報
センターを一体的に整備した「益城町総合運動公
園」などの交流拠点を有しています。
平成２８年熊本地震では２度にわたる激しい地震

により大きな被害が出ましたが、にぎわいのある
まちを再び創るため、「住みたいまち、住み続けた
いまち、次世代に継承したいまち」を将来像とし
てまちづくりを進めています。

関係町の人口・世帯数 （令和3年2月末現在）

※各町の紹介内容は上益城広域連合広域計画より抜粋しております。
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御船町
男
女
合　計
世帯数

8,121
8,832
16,953
7,262

人

人

人

世帯

嘉島町
男
女

合　計
世帯数

4,772
5,020
9,792
3,820

人

人

人

世帯

益城町
男
女

合　計
世帯数

16,129
17,257
33,386
13,723

人

人

人

世帯

甲佐町
男
女
合　計
世帯数

4,992
5,427
10,419
4,352

人

人

人

世帯

山都町 合　計
男
女
合　計
世帯数

6,898
7,408
14,306
6,490

人

人

人

世帯

男
女
合　計
世帯数

40,912
43,944
84,856
35,647

人

人

人

世帯

御船町 「みんながわくわくする御船町」キャッチフレーズ

上益城広域連合を構成する５町（御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、山都町）は、
各町のキャッチフレーズのもと、その町の特色を活かしたまちづくりを推進しています。
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ンターチェンジに加え、平成３０年度に上野吉無田
インターチェンジが開通し、全国でも珍しい３つの
インターチェンジがある「九州の大動脈」として注
目されています。
現在、「日本一住みたい町」をテーマに、町民、
企業、団体、行政が共に行動しながら、笑顔があふ
れるまちづくりを目指しています。

嘉島町 「清水湧き　心ふれあう　嘉島町」キャッチフレーズ

嘉島町は、熊本市の南部に位置し、熊本平野に
属する平坦な水田地帯で、四方を御船川・緑川・矢
形川・加勢川の大小河川に囲まれています。東部
には湧水量１５万トン（日量）を誇る湧水地「浮島」
を始め、１３箇所もの湧水スポットがあり、その水質
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また、九州最大の広域農場設立や大型ニュータ
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住んでよかった！水の郷　嘉島－」を基本理念とし
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甲佐町 「花と緑と鮎の町」キャッチフレーズ

甲佐町は、熊本県のほぼ中央に位置する自然豊
かな町です。町を貫流する緑川が古来より田畑を
潤し、ひとやモノの交流に大きくかかわってきまし
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甲佐神社や肥後藩主が愛した甲佐のアユを楽し
めるやな場、清正公が切り開いた疎水「大井手川」
など甲佐の歴史が今も息づいています。
また、アウトドアを楽しめるキャンプ場や自然公
園、スポーツを楽しめる運動公園なども緑川に寄
り添うように広がっており、子どもからお年寄りま
で多くの人々が集う憩いの場ともなっています。
町では、緑川が育んできた、暮らしに息づく歴史

を新たな地域資源として、持続可能なまちづくり
に取り組んでいます。

山都町 「輝く！！ みんなでつくる「山の都」のものがたり」キャッチフレーズ

「九州のへそ」山都町は、阿蘇カルデラの南外
輪山の南麓一帯と九州脊梁山地に囲まれた広大
な町で、歴史や自然を満喫できる多くの素材に恵
まれており、宿泊施設や物産館等も充実していま
す。基幹産業は農林業で、特に安心・安全な農産物
を生産する環境保全型、地域循環型の農業に先進
的に取り組んでいます。
町の一体感をさらに発展させるため、「山の都」

を山都町の代名詞として掲げ、町民一人ひとり
が、人・食・技に磨きをかけ、将来に継承することに
より、それらを「山の都」のものがたりとして紡ぎ
あげていくことを目指します。 益城町 「人集う、未来息づく、夢タウン」キャッチフレーズ

益城町は熊本市中心部から車で２０分ほどの都市
圏にありながら、自然豊かで都市機能と自然が調和
する暮らしやすい町です。熊本の空の玄関口である
「阿蘇くまもと空港」、陸の玄関口である「益城熊本
空港I.C」などの交通拠点、さらには「グランメッセ
熊本」や総合体育館、陸上競技場、益城町交流情報
センターを一体的に整備した「益城町総合運動公
園」などの交流拠点を有しています。
平成２８年熊本地震では２度にわたる激しい地震

により大きな被害が出ましたが、にぎわいのある
まちを再び創るため、「住みたいまち、住み続けた
いまち、次世代に継承したいまち」を将来像とし
てまちづくりを進めています。

関係町の人口・世帯数 （令和3年2月末現在）

※各町の紹介内容は上益城広域連合広域計画より抜粋しております。
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今年4月から10月にかけて郡内5町で行われる予定
の催し物を紹介します。なお、新型コロナウイルス
等の影響により、中止または延期になる場合があり
ますので、事前に各町にお問い合わせください。上益城

インフォ メーション

益
城
町

御
船
町

﹇
わ
く
わ
く
化
石
発
掘
体
験
﹈

期
日
：
４
月
〜　

毎
週
土
日
、祝
祭
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
中
庭

国
内
で
初
め
て
肉
食
恐
竜
の
化
石
が

発
掘
さ
れ
た
御
船
町
で
化
石
発
掘
体
験

を
開
催
。（
体
験
料
が
必
要
で
す
。）

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夢
中
に
な
る

人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、自
分
が
見
つ
け
た
化

石
は
１
つ
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
も
、恐
竜
ガ
イ
ド
が
見
つ

け
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
安
心
！！

﹇
種
い
も
市
﹈

期
日
：
４
月
１
日
、5
日
、10
日
、15
日
、

　
　
　

20
日
、25
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
川
河
川
敷

４
月
１
日
か
ら
５
日
お
き
に
開
催
。３

０
０
年
以
上
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、種
い
も
以
外
に
も
野
菜
の
苗

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。（
お
車
で
お
越

し
の
際
は
河
川
敷
に
駐
車
で
き
ま
す
。）

﹇
御
船
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
﹈

期
日
：
８
月
第
２
日
曜
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
町
内

御
船
町
最
大
の
祭
り
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、多
数
の
催
し
物
を
用
意
。祭
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、３
０
０
０
発
の
花
火
の

大
輪
が
御
船
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

﹇
精
霊
流
し
﹈

期
日
：
８
月
16
日（
月
）

場
所
：
御
船
川
河
川
敷

熊
本
県
下
で
も
三
大
精
霊
流
し
に
数

え
ら
れ
る
御
船
町
の
精
霊
流
し
。御
船
川

で
行
わ
れ
数
百
の
供
養
万
灯
が
川
面
を

彩
り
精
霊
船
が
流
さ
れ
ま
す
。

﹇
川
下
り
体
験
﹈

（
主
催
：
松
前
重
義
記
念
館
）

期
日
：
８
月
上
旬（
予
定
）

場
所
：
松
前
重
義
記
念
館

小
船
に
乗
っ
て
旧
矢
形
川
を
下
り
、川

に
住
む
生
き
物
の
観
察
な
ど
を
行
い
な
が

ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
船
旅
を
楽
し
み

ま
す
。﹇

新
茶
ま
つ
り
﹈

期
日
：
5
月
下
旬

場
所
：
道
の
駅「
通
潤
橋
」前

町
内
で
採
れ
た
新
茶
の
心
地
よ
い

香
り
に
包
み
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。新
茶
の
販
売
を
始
め
、新
茶
を
使

用
し
た
釜
炒
り
や
手
も
み
体
験
の
ほ

か
、矢
部
高
校
茶
道
部
に
よ
る
、お
茶

の
振
る
舞
い
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

﹇
聖
火
リ
レ
ー 

in 

益
城
町
﹈

期
日
：
５
月
６
日（
木
）

５７
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ

れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
リ
レ
ー
で
す
。聖
火
リ
レ
ー

を
走
る
の
は
郡
内
で
も
益
城
町

だ
け
。町
内
を
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ト
ー
チ
を
持
っ
た
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

﹇
お
法
使
祭
り
﹈

期
日
：
10
月
下
旬

場
所
：
未
定

益
城
町
と
菊
陽
町
、西
原
村

の
各
地
域
に
１
年
ず
つ
祭
ら

れ
、１２
年
で
一
巡
す
る
お
祭
り
。

起
源
は
、天
正
時
代（
１
５
７
３

〜
１
５
９
１
）に
大
祭
の
時
、天

皇
の
お
使
い
が
参
詣
し
た
こ
と

か
ら「
お
法
使
ま
つ
り
」と
呼
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
輿
を
受
け
渡
し
の
途
中
で
道

や
田
畑
に
投
げ
落
と
す
荒
神
輿

で
珍
し
い
祭
り
。熊
本
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
。

﹇
砥
川
神
社
の
獅
子
舞
﹈

期
日
：
10
月
下
旬

場
所
：
砥
川
神
社

砥
川
阿
蘇
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
獅
子
舞
。４
０
０
年
前
に
飢

饉
・
疫
病
が
流
行
っ
た
際
、こ
れ

を
鎮
め
る
た
め
に
獅
子
を
奉
納

し
た
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
、五
穀
豊
穣
・
無
病

息
災
の
た
め
に
、獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
花
火

の
中
、獅
子
が
舞
う
様
は
圧
巻
。

住
民
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

温
か
く
も
荘
厳
な
催
し
で
す
。

﹇
み
ん
な
の
夏
祭
り
﹈

期
日
：
8
月
ご
ろ

場
所
：
未
定

例
年
、そ
の
壮
大
な
花
火
大

会
で
有
名
な
益
城
町
の
夏
祭

り
。多
数
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
露
店
も

出
店
さ
れ
ま
す
。

﹇
八
朔
祭
﹈

期
日
：
9
月
上
旬

場
所
：
浜
町
商
店
街
一
帯

山
野
の
植
物
な
ど
を
用
い
て
、趣
向

を
凝
ら
し
て
造
ら
れ
る「
大
造
り
物
」

の
引
き
廻
し
で
知
ら
れ
る
八
朔
祭
り
。

八
朔（
旧
暦
8
月
1
日
）の
日
に
始
ま

り
、豊
作
祈
願
と
商
売
繁
盛
を
願
い
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

﹇
九
州
脊
梁
山
脈

　
　
　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
﹈

期
日
：
9
月
下
旬

場
所
：
九
州
脊
梁
一
帯

清
流
館
↓
小
川
岳
・
向
坂
山
・
三
方

山
↓
清
流
館
の
登
山
道
コ
ー
ス
を
走

り
順
位
を
競
う
競
技
。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

を
5
時
間
以
内
で
完
走
す
る
身
体
能

力
を
有
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
る

山
の
鉄
人
レ
ー
ス
で
す
。

﹇
文
楽
の
里
ま
つ
り
﹈

期
日
：
９
月
中
旬

場
所
：
清
和
文
楽
邑
周
辺

山
都
町
清
和
地
区
の
秋
の
収
穫

祭
。県
の
重
要
無
形
文
化
財「
清
和
文

楽
」の
ミ
ニ
公
演
を
は
じ
め
、農
産
物

の
展
示
即
売
会
や
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

﹇
火
伏
地
蔵
祭
﹈

期
日
：
８
月
下
旬

場
所
：
馬
見
原
商
店
街
一
帯

約
４
５
０
年
前
か
ら
続
く
と
い
わ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
祭
り
。日
用
品
を

用
い
て
作
成
さ
れ
た
造
り
物
が
展
示

さ
れ
る
ほ
か
、勇
壮
な
裸
み
こ
し
が
商

店
街
の
中
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

﹇
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
﹈

期
日
：
８
月
7
日（
土
）（
予
定
）

場
所
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
駐
車
場

歌
謡
シ
ョ
ー
、ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、お
笑
い

コ
ン
ト
な
ど
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
打
ち
上
げ
花
火
は
、夏
の
夜
の
暑
さ

も
忘
れ
さ
せ
ま
す
。

﹇
六
嘉
宮
大
祭
﹈

期
日
：
１０
月
17
日（
日
）（
予
定
）

場
所
：
六
嘉
宮

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
六
嘉
神
社
の
例
祭
。

加
藤
清
正
の
虎
退
治
に
由
来
し
、勇
壮

な
獅
子
舞
や
高
さ
２０
メ
ー
ト
ル
の
梯
子
か

ら
牡
丹
が
舞
う
「
タ
ナ
登
り
」
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

嘉
島
町

﹇
あ
ゆ
ま
つ
り
﹈

期
日
：
７
月
17
日（
土
）（
予
定
）

場
所
：
商
店
街
・
中
甲
橋
河
川
敷

今
年
度
で
第
69
回
を
迎
え
る「
あ
ゆ
ま

つ
り
」は
、「
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
」

や「
巨
大
そ
う
め
ん
流
し
」、ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。祭
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、緑
川
河
川
敷
で
行
う

３
０
０
０
発
の
花
火
大
会
。川
面
に
映
る

大
輪
は
、多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
す
。

甲
佐
町

山
都
町

御船があーっぱ祭り

﹇
第
８
回
甲
佐
蚤
の
市
﹈

期
日
：
１０
月
上
旬

場
所
：
甲
佐
町
商
店
街

九
州
一
円
か
ら
集
ま
っ
た
暮
ら
し
を
豊
か

に
彩
る
宝
物
が
、一
堂
に
並
び
ま
す
。食
器

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
っ
た
昔
懐

か
し
い
小
道
具
や
雑
貨
の
ほ
か
、食
べ
物
の

販
売
も
あ
る
の
で
、１
日
中
楽
し
め
る
と

好
評
で
す
。そ
の
他
、お
子
さ
ん
に
大
人
気

の
ロ
ン
ド

ン
バ
ス
の

展
示
も
予

定
。
甲
佐

蚤
の
市

で
、
あ
な

た
だ
け
の

宝
物
を
見

つ
け
て
下

さ
い
。

の
み

甲佐蚤の市

川下り体験

六嘉宮大祭かしま水の郷まつり八朔祭

文楽の里まつり

お法使祭り

砥川神社の獅子舞

精霊流し

ほ　

し

ひ
ぶ
せ

せ
き
り
ょ
う
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今年4月から10月にかけて郡内5町で行われる予定
の催し物を紹介します。なお、新型コロナウイルス
等の影響により、中止または延期になる場合があり
ますので、事前に各町にお問い合わせください。上益城

インフォ メーション

益
城
町

御
船
町

﹇
わ
く
わ
く
化
石
発
掘
体
験
﹈

期
日
：
４
月
〜　

毎
週
土
日
、祝
祭
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
中
庭

国
内
で
初
め
て
肉
食
恐
竜
の
化
石
が

発
掘
さ
れ
た
御
船
町
で
化
石
発
掘
体
験

を
開
催
。（
体
験
料
が
必
要
で
す
。）

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夢
中
に
な
る

人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、自
分
が
見
つ
け
た
化

石
は
１
つ
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
も
、恐
竜
ガ
イ
ド
が
見
つ

け
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
安
心
！！

﹇
種
い
も
市
﹈

期
日
：
４
月
１
日
、5
日
、10
日
、15
日
、

　
　
　

20
日
、25
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
川
河
川
敷

４
月
１
日
か
ら
５
日
お
き
に
開
催
。３

０
０
年
以
上
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、種
い
も
以
外
に
も
野
菜
の
苗

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。（
お
車
で
お
越

し
の
際
は
河
川
敷
に
駐
車
で
き
ま
す
。）

﹇
御
船
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
﹈

期
日
：
８
月
第
２
日
曜
日（
予
定
）

場
所
：
御
船
町
内

御
船
町
最
大
の
祭
り
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、多
数
の
催
し
物
を
用
意
。祭
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、３
０
０
０
発
の
花
火
の

大
輪
が
御
船
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

﹇
精
霊
流
し
﹈

期
日
：
８
月
16
日（
月
）

場
所
：
御
船
川
河
川
敷

熊
本
県
下
で
も
三
大
精
霊
流
し
に
数

え
ら
れ
る
御
船
町
の
精
霊
流
し
。御
船
川

で
行
わ
れ
数
百
の
供
養
万
灯
が
川
面
を

彩
り
精
霊
船
が
流
さ
れ
ま
す
。

﹇
川
下
り
体
験
﹈

（
主
催
：
松
前
重
義
記
念
館
）

期
日
：
８
月
上
旬（
予
定
）

場
所
：
松
前
重
義
記
念
館

小
船
に
乗
っ
て
旧
矢
形
川
を
下
り
、川

に
住
む
生
き
物
の
観
察
な
ど
を
行
い
な
が

ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
船
旅
を
楽
し
み

ま
す
。﹇

新
茶
ま
つ
り
﹈

期
日
：
5
月
下
旬

場
所
：
道
の
駅「
通
潤
橋
」前

町
内
で
採
れ
た
新
茶
の
心
地
よ
い

香
り
に
包
み
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。新
茶
の
販
売
を
始
め
、新
茶
を
使

用
し
た
釜
炒
り
や
手
も
み
体
験
の
ほ

か
、矢
部
高
校
茶
道
部
に
よ
る
、お
茶

の
振
る
舞
い
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

﹇
聖
火
リ
レ
ー 

in 

益
城
町
﹈

期
日
：
５
月
６
日（
木
）

５７
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ

れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
リ
レ
ー
で
す
。聖
火
リ
レ
ー

を
走
る
の
は
郡
内
で
も
益
城
町

だ
け
。町
内
を
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ト
ー
チ
を
持
っ
た
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

﹇
お
法
使
祭
り
﹈

期
日
：
10
月
下
旬

場
所
：
未
定

益
城
町
と
菊
陽
町
、西
原
村

の
各
地
域
に
１
年
ず
つ
祭
ら

れ
、１２
年
で
一
巡
す
る
お
祭
り
。

起
源
は
、天
正
時
代（
１
５
７
３

〜
１
５
９
１
）に
大
祭
の
時
、天

皇
の
お
使
い
が
参
詣
し
た
こ
と

か
ら「
お
法
使
ま
つ
り
」と
呼
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
輿
を
受
け
渡
し
の
途
中
で
道

や
田
畑
に
投
げ
落
と
す
荒
神
輿

で
珍
し
い
祭
り
。熊
本
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
。

﹇
砥
川
神
社
の
獅
子
舞
﹈

期
日
：
10
月
下
旬

場
所
：
砥
川
神
社

砥
川
阿
蘇
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
獅
子
舞
。４
０
０
年
前
に
飢

饉
・
疫
病
が
流
行
っ
た
際
、こ
れ

を
鎮
め
る
た
め
に
獅
子
を
奉
納

し
た
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
、五
穀
豊
穣
・
無
病

息
災
の
た
め
に
、獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
花
火

の
中
、獅
子
が
舞
う
様
は
圧
巻
。

住
民
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

温
か
く
も
荘
厳
な
催
し
で
す
。

﹇
み
ん
な
の
夏
祭
り
﹈

期
日
：
8
月
ご
ろ

場
所
：
未
定

例
年
、そ
の
壮
大
な
花
火
大

会
で
有
名
な
益
城
町
の
夏
祭

り
。多
数
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
露
店
も

出
店
さ
れ
ま
す
。

﹇
八
朔
祭
﹈

期
日
：
9
月
上
旬

場
所
：
浜
町
商
店
街
一
帯

山
野
の
植
物
な
ど
を
用
い
て
、趣
向

を
凝
ら
し
て
造
ら
れ
る「
大
造
り
物
」

の
引
き
廻
し
で
知
ら
れ
る
八
朔
祭
り
。

八
朔（
旧
暦
8
月
1
日
）の
日
に
始
ま

り
、豊
作
祈
願
と
商
売
繁
盛
を
願
い
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

﹇
九
州
脊
梁
山
脈

　
　
　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
﹈

期
日
：
9
月
下
旬

場
所
：
九
州
脊
梁
一
帯

清
流
館
↓
小
川
岳
・
向
坂
山
・
三
方

山
↓
清
流
館
の
登
山
道
コ
ー
ス
を
走

り
順
位
を
競
う
競
技
。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

を
5
時
間
以
内
で
完
走
す
る
身
体
能

力
を
有
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
る

山
の
鉄
人
レ
ー
ス
で
す
。

﹇
文
楽
の
里
ま
つ
り
﹈

期
日
：
９
月
中
旬

場
所
：
清
和
文
楽
邑
周
辺

山
都
町
清
和
地
区
の
秋
の
収
穫

祭
。県
の
重
要
無
形
文
化
財「
清
和
文

楽
」の
ミ
ニ
公
演
を
は
じ
め
、農
産
物

の
展
示
即
売
会
や
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

﹇
火
伏
地
蔵
祭
﹈

期
日
：
８
月
下
旬

場
所
：
馬
見
原
商
店
街
一
帯

約
４
５
０
年
前
か
ら
続
く
と
い
わ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
祭
り
。日
用
品
を

用
い
て
作
成
さ
れ
た
造
り
物
が
展
示

さ
れ
る
ほ
か
、勇
壮
な
裸
み
こ
し
が
商

店
街
の
中
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

﹇
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
﹈

期
日
：
８
月
7
日（
土
）（
予
定
）

場
所
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
駐
車
場

歌
謡
シ
ョ
ー
、ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、お
笑
い

コ
ン
ト
な
ど
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
打
ち
上
げ
花
火
は
、夏
の
夜
の
暑
さ

も
忘
れ
さ
せ
ま
す
。

﹇
六
嘉
宮
大
祭
﹈

期
日
：
１０
月
17
日（
日
）（
予
定
）

場
所
：
六
嘉
宮

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
六
嘉
神
社
の
例
祭
。

加
藤
清
正
の
虎
退
治
に
由
来
し
、勇
壮

な
獅
子
舞
や
高
さ
２０
メ
ー
ト
ル
の
梯
子
か

ら
牡
丹
が
舞
う
「
タ
ナ
登
り
」
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

嘉
島
町

﹇
あ
ゆ
ま
つ
り
﹈

期
日
：
７
月
17
日（
土
）（
予
定
）

場
所
：
商
店
街
・
中
甲
橋
河
川
敷

今
年
度
で
第
69
回
を
迎
え
る「
あ
ゆ
ま

つ
り
」は
、「
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
」

や「
巨
大
そ
う
め
ん
流
し
」、ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。祭
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、緑
川
河
川
敷
で
行
う

３
０
０
０
発
の
花
火
大
会
。川
面
に
映
る

大
輪
は
、多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
す
。

甲
佐
町

山
都
町

御船があーっぱ祭り

﹇
第
８
回
甲
佐
蚤
の
市
﹈

期
日
：
１０
月
上
旬

場
所
：
甲
佐
町
商
店
街

九
州
一
円
か
ら
集
ま
っ
た
暮
ら
し
を
豊
か

に
彩
る
宝
物
が
、一
堂
に
並
び
ま
す
。食
器

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
っ
た
昔
懐

か
し
い
小
道
具
や
雑
貨
の
ほ
か
、食
べ
物
の

販
売
も
あ
る
の
で
、１
日
中
楽
し
め
る
と

好
評
で
す
。そ
の
他
、お
子
さ
ん
に
大
人
気

の
ロ
ン
ド

ン
バ
ス
の

展
示
も
予

定
。
甲
佐

蚤
の
市

で
、
あ
な

た
だ
け
の

宝
物
を
見

つ
け
て
下

さ
い
。

の
み

甲佐蚤の市

川下り体験

六嘉宮大祭かしま水の郷まつり八朔祭

文楽の里まつり

お法使祭り

砥川神社の獅子舞

精霊流し

ほ　

し

ひ
ぶ
せ

せ
き
り
ょ
う
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（
御
船
町
）

吉
無
田
高
原  

星
の
森
ヴ
ィ
ラ

表
紙
紹
介

吉
無
田
高
原
の
丘
の
上
に
そ
び
え
る

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
宿
泊
施
設
「
星
の
森
ヴ
ィ

ラ
」
。ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
に
は
冷
暖
房
は
も

ち
ろ
ん
、テ
レ
ビ
や
お
風
呂
、寝
具
セ
ッ
ト

な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
魅
力
は
吉
無
田
の
大
自
然
で
、

丘
か
ら
は
普
賢
岳
や
熊
本
市
内
を
一
望
で

き
、そ
の
眺
望
を
見
な
が
ら
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
格
別
で
す
。夜
に
な
る
と
ド
ー

ム
の
天
窓
か
ら
満
天
の
星
空
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。「
キ
ャ
ン
プ
は
好
き

だ
け
ど
、気

軽
に
楽
し

み
た
い
！
」

と
い
う
方

に
も
お
す

す
め
で
す
。

広域連合では“すてきな「えがお」ありがとう”に
掲載する写真を募集しています。
◎対 象 者 ： 上益城郡内に居住している方
◎対象年齢 ： ０才から10才まで
◎写　　真 ： 子供だけで写っているもの
写真の裏面に住所・氏名・生年月日・電話番号を記入して
ください。（郵送でなくメールで写真データを送信いただ
いても結構です。）
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・令和３年第１回議会定例会
・令和３年度予算
・5町紹介
・各町人口・世帯数
・上益城インフォメーション
・えがお　表紙紹介

P2
P3

P４～5
P5

Ｐ6～７
Ｐ８

O
Gゆめ

も く じ 小谷　八雲くん（5歳）
甲佐町　津志田 

小谷　八雲くん（5歳）
甲佐町　津志田 

やくも

写真
募集中!

2021

Vol.40
ありがとうえがおすてきな

篤岡　花ちゃん（5歳）
嘉島町　上島 

篤岡　花ちゃん（5歳）
嘉島町　上島 

はな

友近　有芽琳ちゃん（0歳）
益城町　下陳 

友近　有芽琳ちゃん（0歳）
益城町　下陳 

あ　め　り

問い合わせ ： 吉無田高原　緑の村　
　　　　　　住　所 ： 上益城郡御船町田代８４０５-２４
　　　　　　電　話 ： ０９６－２８５－２２１０（９：００～１７：００）
　　　　　　予　約 ： 吉無田高原　緑の村　ホームページから
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